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224 (１１） 

近
代
日
本
に
お
け
る
「
国
文
学
研
究
」
は
、
一
八
八
○
年
代
の
末
か
ら
一
八
九
○
年
代
か
け
て
の
時
期
に
、
国
民
国
家
の
集
合
的
な

（
１
）
 

記
憶
な
い
し
「
伝
統
」
を
作
り
出
す
装
置
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
一
九
三
○
年
代
は
文
学
史
に
お
い
て
、
明
治
期
に
盛
ん
で
あ
っ

た
「
国
民
文
学
」
に
関
す
る
議
論
が
再
燃
し
た
時
期
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
明
治
期
に
成
立
し
た
上
記
の
よ
う
な
制
度
と
し

（
２
）
 

て
の
国
文
学
研
究
が
、
は
じ
め
て
自
己
反
省
的
な
視
点
を
も
ち
》
え
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
次
の
引
用
で
平
林
一
が

言
う
よ
う
に
、
あ
る
二
つ
の
「
学
派
」
の
存
在
と
そ
の
対
立
が
こ
れ
ま
で
も
研
究
史
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。

（
３
）
 

‐
と
に
ふ
じ
な
っ
た
。

国
文
学
内
部
か
ら
の
自
己
検
討
の
波
は
、
昭
和
一
○
年
前
後
に
二
つ
の
き
わ
だ
っ
た
傾
向
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
れ
は
、
岡
崎
義
恵

ら
の
「
日
本
文
芸
学
派
」
と
近
藤
忠
義
ら
の
「
歴
史
社
会
学
派
」
で
あ
る
。
両
者
と
も
に
、
伝
統
の
文
献
学
的
国
文
学
を
批
判
し
な

が
ら
、
文
学
研
究
方
法
と
し
て
の
自
己
を
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
ま
た
、
そ
の
両
者
が
き
び
し
い
対
立
を
示
す
こ

一
は
じ
め
に

一
九
三
○
年
代
の
国
文
学
研
究

ｌ
い
わ
ゆ
る
「
文
芸
学
論
争
」
を
め
ぐ
っ
て

衣
笠
正
晃

Hosei University Repository



(１２） 1930年代の国文学研究 223 
こ
こ
で
言
わ
れ
る
対
立
は
、
岡
崎
義
恵
に
よ
る
論
文
「
日
本
文
芸
学
の
樹
立
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
』
一
九
三
四
年
十
月
号
「
日
本
文
芸

学
特
輯
」
）
の
発
表
に
始
ま
っ
て
、
雑
誌
『
理
想
』
の
特
集
号
「
日
本
文
芸
学
の
課
題
」
（
一
九
三
八
年
十
月
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
一
応

の
終
結
に
い
た
る
、
い
わ
ゆ
る
「
日
本
文
芸
学
論
争
」
と
い
う
事
件
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
論
争
に
お
い
て
は
、
岡
崎
が
上
記
論
文
お

よ
び
そ
れ
を
収
め
た
著
書
『
日
本
文
芸
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
十
二
月
刊
）
を
は
じ
め
と
す
る
論
述
・
著
作
で
発
表
し
た
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
文
芸
学
」
の
構
想
と
実
践
に
対
し
て
、
近
藤
忠
義
、
石
山
徹
郎
を
は
じ
め
と
す
る
左
翼
的
立
場
に
あ
っ
た
国
文

学
者
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
、
両
者
の
応
酬
が
続
い
た
。

こ
の
「
日
本
文
芸
学
論
争
」
は
、
戦
後
の
国
文
学
の
再
編
期
に
あ
っ
て
再
び
近
藤
・
岡
崎
の
両
者
と
、
そ
の
周
辺
の
間
に
お
い
て

「
文
芸
学
」
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
遡
及
的
に
研
究
史
上
の
意
義
が
強
調
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
が
、
三
○
年
代
に
お
け
る
国
文
学
研
究
の
転
回
の
あ
り
方
と
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
界
に
お
け
る
政
治
的
、
あ
る
い
は

人
脈
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
文
学
と
文
学
史
に
固
有
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
三
○
年
代
に
先
立
つ
、
一

九
二
○
年
代
（
大
正
後
期
～
昭
和
初
期
）
に
お
け
る
、
文
学
研
究
の
あ
り
方
に
関
す
る
新
傾
向
の
登
場
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
明
治
中
期
以
来
国
文
学
研
究
が
方
法
的
に
守
っ
て
き
た
、
テ
ク
ス
ト
に
対
す
る
外
か
ら
の
（
の
再
『
旨
の
一
。
）
扱
い
と
は
異
な
る
、

内
部
的
（
ヨ
ヨ
コ
巴
Ｏ
）
な
「
読
み
」
に
対
す
る
欲
求
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
、
文
学
の
発
展
・
展
開
を
自
律
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す

る
文
学
（
史
）
観
と
関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
視
野
に
収
め
る
と
き
、
「
日
本
文
芸
学
論
争
」
は
、
研
究
史
に
お
い
て
常
識
と
さ
れ
る
よ
う
な
、
三
○
年
代
の
左
右
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
と
い
う
思
想
状
況
を
象
徴
す
る
事
件
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
国
文
学
研
究
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
、
あ

る
い
は
そ
の
果
た
し
て
い
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
事
例
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
立
ち
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
論
争
の
な

か
で
対
立
す
る
陣
営
の
、
相
違
点
だ
け
で
は
な
く
共
通
点
を
見
分
け
る
こ
と
が
、
そ
の
よ
う
な
目
的
に
か
な
っ
た
作
業
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
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222 (１３） 

こ
こ
で
ま
ず
、
大
正
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
動
き
が
国
文
学
研
究
に
登
場
し
た
か
を
見
る
た
め
に
、
明
治
期
ま
で
遡
っ
て
お
き
た

い
。
鈴
木
貞
美
に
よ
れ
ば
、
明
治
初
期
に
お
い
て
「
学
問
・
教
育
一
般
」
を
指
し
て
い
た
「
文
学
」
は
、
明
治
中
期
に
い
た
っ
て
「
人

文
・
社
会
系
の
学
問
・
教
育
と
諸
芸
術
」
を
指
す
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
末
期
、
よ
り
限
定
的
に
は
一
九
○
六
（
明
治
三
十
九
）

（
４
）
 

年
以
降
、
「
言
語
芸
術
な
い
し
言
語
芸
術
中
心
の
己
○
一
耳
⑦
一
一
【
の
『
四
日
『
①
」
を
指
す
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
ゆ
く
。

た
と
え
ば
、
最
初
期
の
文
学
史
書
で
あ
る
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』
（
上
巻
、
一
八
九
○
年
）
に
お
い
て

は
、
あ
る
国
の
文
学
と
は
二
国
民
が
、
其
国
語
に
よ
り
て
、
そ
の
特
有
の
思
想
、
感
情
、
想
像
を
書
き
あ
ら
は
し
た
」
も
の
で
あ
る

（
５
）
 

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
芳
賀
矢
一
『
国
文
学
十
識
』
（
一
八
九
九
年
）
に
な
る
と
、
「
国
文
学
」
は
、
先
祖
が
そ
の
思
想
感
情
を
国

（
６
）
 

語
に
よ
っ
て
表
現
し
た
「
美
術
ロ
叩
」
と
さ
れ
、
国
文
学
史
は
す
な
わ
ち
「
美
文
の
歴
史
」
へ
と
そ
の
定
義
を
変
え
て
い
る
。

文
学
観
の
変
化
は
、
国
文
学
研
究
の
領
域
を
当
然
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
「
文
学
」
す
な
わ
ち
「
言
語
芸
術
」
と
い

う
考
え
が
成
立
し
て
も
な
お
、
文
学
研
究
の
「
方
法
」
は
依
然
と
し
て
十
九
世
紀
的
な
文
献
学
・
書
誌
学
を
中
心
と
す
る
、
テ
ク
ス
ト

の
外
部
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
「
文
学
」
そ
れ
自
体
の
価
値
を
対
象
と
し
た
も
の
と
は
な
り
え
て
い
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ

ば
、
文
学
テ
ク
ス
ト
以
外
の
文
献
を
研
究
す
る
方
法
ｌ
た
と
え
ば
腱
史
学
に
お
け
る
古
文
書
の
研
究
ｌ
と
明
確
に
区
別
し
う
る
か

た
ち
で
の
文
学
研
究
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
は
、
そ
の
対
象
を
美
的
・
芸
術
的
な
言
語
表
現
に
限
定
し
て

お
き
な
が
ら
、
そ
の
美
的
・
芸
術
的
な
価
値
が
何
で
あ
る
か
を
副
快
で
き
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
明
治
末
に
第
三
高
等
学
校
の
学
生
で

あ
っ
た
、
の
ち
の
国
文
学
者
・
高
木
市
之
助
は
、
当
時
の
国
文
学
研
究
の
世
界
は
国
学
的
な
も
の
か
、
語
学
的
な
い
し
博
言
学
的
な
も

（
７
）
 

の
に
限
ら
れ
て
い
た
と
証
一
一
己
し
て
い
る
。

大
正
改
元
以
降
も
、
こ
の
よ
う
な
乖
離
状
態
に
変
化
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
当
時
の
若
手
国
文
学
研
究
者
が
抱
い
て
い
た
不
満
の

あ
ら
わ
れ
を
、
次
に
引
く
岡
崎
義
恵
の
論
文
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
五
月
、
『
国
学
院
雑
誌
』
に

二
大
正
期
の
新
傾
向
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1930年代の国文学研究 221 (Ｊ４） 
（
８
）
 

「
古
文
学
の
新
研
究
」
上
」
題
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
な
か
で
岡
崎
は
、
明
治
大
正
期
に
お
け
る
古
典
研
究
の
業
績
は
、
国
文
学
研
究
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
作
家
の
側
か
ら
発
表

し
た
種
々
の
批
評
」
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
と
す
る
。

〈
川
）

国
文
学
研
究
者
は
「
古
文
書
の
捜
索
や
文
書
批
判
や
校
△
ロ
註
釈
や
、
す
べ
て
文
献
学
に
立
脚
す
る
外
部
的
の
研
究
」
よ
り
も
、
内
的

な
価
値
の
探
求
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
岡
崎
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

従
来
国
文
学
研
究
史
に
お
い
て
大
正
期
を
見
る
場
合
、
津
田
左
右
吉
、
和
辻
哲
郎
ら
に
よ
る
文
化
史
的
な
い
し
精
神
史
的
な
視
点
か

（
ｕ
）
 

ら
の
文
学
史
研
究
が
注
ロ
ロ
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
岡
崎
の
言
う
内
的
価
値
、
「
精
神
の
内
陣
」
の
探
究
、
文
学
を
文
学
と

し
て
見
る
立
場
か
ら
の
研
究
に
お
い
て
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
と
く
に
、
文
学
自
体
の
自
律
的
な
発
展
・
展

開
の
歴
史
を
理
論
的
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
、
英
文
学
者
の
土
居
光
知
、
つ
い
で
国
文
学
者
の
久
松
潜
一
に
よ
っ
て
諭
作
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
土
居
光
知
に
よ
る
『
文
学
序
説
』
は
、
岩
波
書
店
か
ら
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か

の
「
国
民
的
文
学
と
世
界
的
文
学
」
と
い
う
論
文
で
土
居
は
、
日
本
に
お
い
て
「
国
民
的
文
学
」
の
観
念
が
い
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
す
る
。

こ
れ
ら
の
仕
事
（
Ⅱ
作
家
に
よ
る
古
典
批
評
）
に
は
、
勿
論
文
献
学
上
の
確
か
な
地
盤
も
な
く
、
科
学
的
の
体
系
も
な
い
、
主
観
的

な
印
象
批
評
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
全
精
神
を
傾
け
、
全
身
を
以
て
当
っ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
一
個
人
の
感
想
を

万
人
の
心
に
押
し
広
め
、
之
に
普
遍
性
を
帯
び
さ
せ
る
だ
け
の
力
が
あ
る
。
現
在
の
文
芸
思
潮
に
根
ざ
し
、
未
来
の
文
運
を
動
か
す

（
９
）
 

だ
け
の
力
が
あ
る
。
完
全
に
現
代
人
の
信
頼
を
得
る
だ
け
の
力
が
あ
る
。

我
が
文
学
が
生
け
る
精
神
力
と
し
て
、
そ
の
価
値
関
係
に
於
い
て
考
へ
ら
れ
、
そ
の
発
展
が
辿
ら
れ
、
体
系
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
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220 (１５） 

こ
の
よ
う
な
非
文
献
学
的
な
新
し
い
研
究
傾
向
の
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
起
き
た
大
き
な
事
件
と
し
て
、
関
東
大
震
災
を
見
過

ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
震
災
に
伴
う
、
資
料
・
文
献
の
焼
失
や
破
損
の
影
響
は
、
理
論
的
・
非
文
献
的
な
研
究
に
赴
か
ざ
る
を
え
な

そ
し
て
具
体
的
に
同
書
所
収
の
「
日
本
文
学
の
展
開
」
に
お
い
て
、
日
本
文
学
が
「
叙
事
」
「
杼
情
」
「
物
語
」
「
劇
」
と
い
う
順
序

で
繰
り
返
し
、
有
史
以
来
三
回
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
る
と
す
る
、
形
態
に
も
と
づ
い
た
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。

一
方
、
久
松
潜
一
は
「
上
代
日
本
文
学
の
研
究
』
（
一
九
二
八
年
）
所
収
の
「
国
文
学
を
流
れ
る
三
の
精
神
」
（
一
九
二
六
年
初
出
、

（
旧
）

た
だ
し
一
九
一
一
一
一
年
ご
ろ
か
ら
着
想
さ
れ
て
い
た
）
に
お
い
て
、
理
念
型
に
よ
る
図
式
的
展
開
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
日
本
文
学

を
流
れ
る
精
神
と
し
て
、
三
つ
の
精
神
、
す
な
わ
ち
「
ま
こ
と
」
「
も
の
の
あ
は
れ
」
「
幽
玄
」
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
三
つ
は

コ
見
異
な
っ
た
理
念
の
や
う
で
而
も
本
質
的
な
相
違
で
は
な
く
」
、
展
開
の
過
程
で
あ
っ
て
、
「
是
等
の
展
開
流
動
す
る
精
神
を
統
一

（
Ⅱ
）
 

し
た
も
の
、
そ
こ
に
国
文
学
の
本
質
」
が
見
出
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
文
学
自
体
の
自
律
的
な
展
開
を
見
出
そ
う
と
す
る
態
度
は
、
同
時
に
明
治
末
年
か
ら
大
正
求
年
ま
で
の
「
鑑
賞
」
あ
る

い
は
「
鑑
賞
批
評
」
の
盛
行
と
並
行
し
た
現
象
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
塩
田
良
平
は
、
こ
れ
を
訓
古
学
中
心
の
国
文
学
研
究
へ
の
反
動

（
巧
）

と
し
、
試
験
問
題
や
小
学
校
教
育
で
流
行
が
見
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
、
初
等
国
語
教
育
に
お
け
る
「
鑑

賞
」
を
中
心
と
し
た
読
み
方
の
教
育
理
論
を
構
築
し
た
の
が
垣
内
松
三
で
あ
る
が
、
上
に
引
い
た
土
居
、
久
松
の
両
者
と
も
が
、
垣
内

（
脆
）

か
ら
受
け
た
影
響
を
自
ら
証
言
回
し
て
い
る
。

ら
う
か
。
（
中
略
）
国
文
学
中
の
如
何
な
る
部
分
が
今
日
も
尚
生
け
る
精
神
力
で
あ
っ
て
、
我
々
の
心
に
対
し
直
接
の
意
義
を
有
す

る
か
等
の
問
題
は
我
々
の
考
察
に
残
さ
れ
て
ゐ
る
重
要
な
他
の
部
分
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
中
略
）
こ
の
文
学
の
転
生
の
あ
と
を
た

（
肥
）

ど
り
、
展
開
を
明
か
に
す
る
と
き
始
め
て
国
民
的
文
学
の
観
念
が
眺
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

三
大
正
末
期
以
降
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（
灯
）

想
し
て
い
る
。

い
と
い
う
実
際
上
の
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
。
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
東
京
帝
大
の
国
文
学
科
に
入
学
し
た
伊
藤
正
雄
は
、
入
学

に
あ
た
っ
て
文
学
部
長
で
あ
っ
た
三
上
参
次
か
ら
、
「
学
問
の
仕
方
に
は
二
通
り
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
資
料
を
集
め
て
、
綿
密
に
研
究

す
る
行
き
方
と
、
少
な
い
資
料
を
深
く
掘
り
下
げ
て
、
鋭
い
結
論
を
導
き
出
す
方
法
と
で
あ
る
。
現
在
の
東
大
生
諸
君
に
は
、
前
者
の

方
法
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
後
者
の
方
法
を
活
用
し
て
、
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
内
容
の
訓
示
を
受
け
た
こ
と
を
の
ち
に
回

し
か
し
こ
の
災
禍
は
、
と
り
わ
け
専
門
研
究
者
に
対
し
て
は
、
文
献
学
的
な
整
理
・
研
究
の
重
要
さ
を
思
い
知
ら
せ
る
こ
と
と
も
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
か
ら
、
大
正
期
に
お
け
る
、
と
く
に
鑑
賞
重
視
の
議
論
を
取
り
入
れ
、
集
約
す
る
か
た
ち
で
登
場
し
た

（
旧
）

の
が
、
池
田
電
鑑
に
よ
る
論
文
「
対
立
か
ら
統
一
へ
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
感
ず
る
こ
と
」
Ⅱ
「
鑑
賞
」
、
「
知
る
こ
と
」
Ⅱ
「
研
究
」
の

そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
を
区
別
し
た
う
え
で
、
「
よ
り
よ
き
鑑
賞
の
た
め
の
研
究
」
と
し
て
、
文
献
学
的
・
書
誌
学
的
研
究
の
必
要
性
が
説

か
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
鑑
賞
の
次
元
の
意
義
を
高
次
の
も
の
と
し
て
認
め
な
が
ら
、
「
研
究
」
か
ら
は
括
り
出
し
、
研
究
者

と
し
て
は
文
献
学
的
な
テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
に
自
己
限
定
す
る
方
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
池
田
の
論
文
は
大
正
か
ら
昭
和
へ
の
変
わ
り
目
の
時
期
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
議
論
は
多
く
の
、
と
く
に
新

進
の
国
文
学
者
た
ち
に
影
響
を
与
え
た
。

た
と
え
ば
石
山
徹
郎
は
そ
の
著
書
『
文
芸
学
概
説
』
二
九
二
九
年
）
の
な
か
で
、
人
間
の
外
界
へ
の
働
き
か
け
を
「
味
わ
ふ
作
用
」

「
知
る
作
用
」
「
改
造
す
る
作
用
」
に
分
け
た
上
で
、
文
学
に
対
す
る
働
き
か
け
に
つ
い
て
も
「
味
わ
ふ
作
用
（
情
的
作
用
と
「
知
る
作

用
（
知
的
作
用
）
」
を
区
別
し
、
文
学
研
究
（
石
山
は
こ
れ
を
「
文
芸
学
」
と
呼
ぶ
）
は
後
者
の
「
知
的
作
用
」
を
手
段
と
す
る
、
と

す
る
。
さ
ら
に
石
山
は
、
文
学
研
究
を
本
文
研
究
、
注
釈
的
研
究
な
ど
の
「
具
体
的
研
究
」
と
、
「
抽
象
的
研
究
」
、
つ
ま
り
文
学
の
上

（
旧
）

に
存
在
し
て
い
る
法
則
の
解
明
と
に
分
け
、
「
文
些
云
学
」
の
任
務
を
後
者
に
お
い
て
い
る
。

さ
ら
に
石
山
の
大
阪
府
女
子
専
門
学
校
に
お
け
る
同
僚
で
あ
っ
た
風
巻
景
次
郎
は
「
日
本
文
芸
学
の
発
生
」
と
題
す
る
論
文
を
一
九

三
一
（
昭
和
六
）
年
に
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
石
山
の
議
論
を
さ
ら
に
展
開
し
、
鑑
賞
批
評
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
文
学
を

「
歴
史
的
現
象
」
と
し
て
扱
い
、
単
な
る
資
料
的
な
整
理
・
操
作
を
超
え
た
、
作
家
や
作
品
の
歴
史
的
意
味
の
決
定
に
「
文
芸
学
」
の
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た
と
え
ば
昭
和
十
（
’
九
一
一
一
五
）
年
、
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
文
芸
学
』
の
広
告
に
は
、
「
本
書
は
考
証
的
な
国
文
学

と
直
観
的
な
文
芸
批
評
と
の
長
を
取
り
、
そ
れ
に
堅
牢
な
理
論
的
組
織
を
与
へ
て
、
新
し
い
科
学
と
し
て
の
形
態
を
確
立
せ
ん
と
す
る

試
図
で
あ
る
」
と
言
い
、
「
日
本
を
恩
ひ
、
文
芸
を
論
ず
る
総
て
の
人
の
批
判
を
仰
ぎ
た
い
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
「
（
新
し
い
）
科
学
」

を
標
傍
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
「
国
文
学
」
と
「
文
芸
批
評
」
の
中
間
地
点
、
つ
ま
り
は
「
国
文
学
」
の
外
部
に
自
ら
を
定
位
し
、

こ
の
よ
う
に
「
文
芸
学
」
あ
る
い
は
「
日
本
文
芸
学
」
と
い
う
タ
ー
ム
自
体
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
す
で
に
登
場
済
み
の
も
の
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
と
く
に
国
文
学
研
究
の
外
部
、
当
時
の
言
い
方
に
よ
れ
ば
「
局
外
」
に
あ
る
人
間
に
対
し
て
、
「
日
本
文
芸
学
」
と
い
う

名
称
な
い
し
領
域
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
の
は
、
当
時
東
北
帝
国
大
学
教
授
と
な
っ
て
い
た
岡
崎
義
恵
の
著
作
・
論
文
で
あ
っ
た
と
言
っ

（
理
）

て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
釦
）

意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
風
巻
に
よ
っ
て
明
治
以
来
の
国
文
学
史
が
、
非
歴
史
的
な
印
象
批
評
の

混
入
し
た
存
在
と
し
て
、
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
時
期
、
国
文
学
研
究
の
方
法
論
的
反
省
が
「
文
芸
学
」
と
い
う
名
称
と
と
も
に
出
現
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ

の
時
期
ド
イ
ツ
文
芸
学
（
□
の
貝
の
目
の
匠
（
の
目
白
ゴ
ミ
②
、
の
己
鮠
：
山
津
）
が
日
本
の
大
学
に
お
け
る
文
学
研
究
（
者
）
に
大
き
く
影
響
し
て

い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
田
里
惠
子
に
よ
れ
ば
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
教

養
批
判
の
影
響
を
受
け
た
日
本
の
ア
ヵ
デ
ミ
ァ
の
な
か
で
の
教
養
主
義
に
お
い
て
、
「
教
授
」
に
象
徴
さ
れ
る
文
学
研
究
と
、
「
詩
人
」

に
象
徴
さ
れ
る
文
学
創
作
が
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
、
前
者
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
、
つ
ま
り
、
研
究
者
が
創
作
家
に
対
し
て
劣
等

感
を
持
つ
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
。
新
し
い
「
ド
イ
ツ
文
芸
学
」
の
導
入
は
、
そ
れ
が
文
学
研
究
者
（
「
文
学
部
」
）
を
「
文
学
」
の
担

（
別
）

い
手
に
変
え
る
試
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
上
記
の
風
巻
の
論
文
に
見
え
る
大
正
期
文
学
の
執
勧
な

否
定
は
、
「
文
学
」
に
関
わ
る
者
と
し
て
の
創
作
家
に
対
す
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
裏
返
し
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

四
岡
崎
文
芸
学
の
登
場
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）

「
日
本
」
と
「
文
芸
」
に
関
心
を
▲
も
つ
一
般
人
を
読
者
と
し
て
想
定
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
文
学
」
と
い
う
語
が
、
学
問
研
究
の
対
象
（
ド
イ
ツ
語
で
の
旧
冒
国
冒
『
）
と
、
学
問
研
究
（
ロ
【
の
『
四
目
『
ゴ
ー
の
印
の
。
ｍ
、
冒
巳
の
双

方
を
さ
す
と
い
う
あ
い
ま
い
さ
を
否
定
し
て
、
前
者
を
「
文
芸
」
、
後
者
を
「
文
芸
学
」
と
呼
ぶ
と
と
も
に
、
文
学
研
究
か
ら
、
文
献

学
的
な
校
訂
や
作
者
の
伝
記
と
い
っ
た
外
的
な
要
素
を
除
去
し
て
、
文
学
自
体
の
研
究
に
向
か
お
う
と
し
た
点
は
、
岡
崎
の
場
合
も
先

行
す
る
石
山
や
風
巻
と
全
く
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
岡
崎
の
場
合
、
文
学
研
究
の
中
心
的
意
義
を
、
文
学
を
文
学
た
ら
し
め
て
い
る

も
の
、
い
わ
ば
「
文
芸
性
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
の
探
究
に
お
い
た
こ
と
で
、
清
新
な
衝
撃
を
同
時
代
の
研
究
者
に
与
え
た
。
た
と
え
ば

の
ち
に
日
本
に
お
け
る
、
ア
メ
リ
カ
新
批
評
（
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
）
の
紹
介
者
の
ひ
と
り
と
な
る
小
西
甚
一
は
、
「
雷
撃
に

遭
っ
た
感
じ
」
が
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
小
西
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
芸
性
を
文
学
研
究
の
中
心
に
お
い
た
点
で
、
岡
崎
は
ち
よ

（
別
）

う
ど
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
・
ク
リ
ー
ナ
ィ
ッ
ク
た
ち
と
比
較
し
う
る
存
在
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
。

ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
精
読
（
・
」
ｏ
の
⑦
Ｈ
ｇ
＆
口
頗
）
を
道
具
と
し
て
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
そ
れ
自
体
の
な
か
に
分
け
入
り
、
作
品
の
構

造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
集
中
し
た
の
に
対
し
て
、
岡
崎
の
場
合
の
「
文
芸
性
」
は
、
具
体
的
な
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
読
み
を
超
え
て

存
在
す
る
も
の
、
日
本
民
族
に
特
有
な
美
の
様
式
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
点
で
、
両
者
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご

岡
崎
に
よ
る
文
芸
学
の
提
唱
は
、
既
成
の
、
東
京
帝
大
を
中
心
と
す
る
国
文
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
い
わ
ば
仮
想
敵
と
し
て
、
そ
れ
に

対
す
る
批
判
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
実
際
は
、
ア
カ
デ
ミ
ァ
の
内
部
か
ら
１
１
士
ロ
田
精
一
を
は
じ
め
と
す
る
若
手
の
み
な
ら

（
班
）

ず
、
藤
村
作
の
定
年
過
賞
（
一
九
一
二
六
年
三
月
）
に
よ
っ
て
東
大
鬮
文
学
科
の
中
心
的
存
在
と
葱
っ
た
久
松
潜
一
か
ら
も
ｌ
好
意
的

（
邪
）

な
批
評
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
一
二
六
年
七
月
号
の
「
批
評
史
の
研

究
に
就
い
て
」
と
い
う
小
論
の
後
半
で
久
松
は
、
岡
崎
が
「
日
本
文
芸
学
』
に
収
め
た
論
文
「
有
心
と
幽
玄
」
に
言
及
し
、
岡
崎
が
自

分
の
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
「
幽
玄
」
の
用
例
を
見
出
し
た
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
岡
崎
が
「
従
来
の
研
究
を
と
り
い
れ
る
と
と
も

に
、
精
繊
な
る
考
察
に
よ
っ
て
新
し
く
開
拓
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
」
と
し
て
、
既
成
の
文
献
学
的
な
国
文
学
研
究
と
岡
崎
の
親
近
性
な

い
し
連
続
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
こ
と
に
氏
（
Ⅱ
岡
崎
）
が
日
本
文
芸
学
を
提
唱
さ
れ
る
に
対
し
て
、
あ
は
れ
や
有
心
。

せ
な
い
。
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こ
の
よ
う
な
な
か
で
岡
崎
に
対
し
て
執
勧
な
批
判
を
加
え
た
の
が
、
研
究
史
に
お
い
て
「
歴
史
社
会
学
派
」
と
呼
ば
れ
る
国
文
学
者

た
ち
ｌ
法
政
大
学
国
文
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
近
藤
忠
義
と
、
助
手
の
熊
谷
孝
そ
し
て
す
で
に
見
た
と
お
り
鬮
崎
に
先
ん
じ

て
「
文
芸
学
」
に
つ
い
て
の
著
作
を
刊
行
し
て
い
た
石
山
徹
郎
、
さ
ら
に
彼
ら
の
周
囲
に
あ
っ
た
永
積
安
明
な
ど
ｌ
で
あ
る
。

彼
ら
に
よ
る
岡
崎
批
判
を
時
系
列
に
沿
っ
て
検
討
す
る
と
、
ま
ず
「
鑑
賞
主
義
」
に
対
す
る
批
判
が
先
行
し
、
つ
づ
い
て
時
間
意
識
・

歴
史
意
識
に
つ
い
て
の
批
判
が
お
こ
な
わ
れ
た
、
と
整
理
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
順
に
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

「
鑑
賞
主
義
」
批
判
の
論
文
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
藤
忠
義
「
国
文
学
と
鑑
賞
主
義
」
『
国
文
学
誌
要
（
法
政
大
学
）
』
一
九
三
六
年
七
月
号

熊
谷
孝
「
資
料
主
義
・
鑑
賞
主
義
そ
の
他
」
『
国
文
学
誌
要
』
一
九
三
六
年
七
月
号

熊
谷
孝
・
乾
孝
。
吉
田
正
吉
「
文
芸
学
へ
の
一
つ
の
反
省
」
『
文
学
」
一
九
三
六
年
九
月
号

熊
谷
孝
「
再
び
解
釈
の
問
題
に
つ
い
て
」
『
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
六
年
九
月
号

幽
玄
を
美
学
的
基
礎
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を
与
へ
ら
れ
て
居
る
こ
と
に
は
自
分
も
賛
意
を
表
し
た
い
」
と
し
て
、
「
氏
の
様
式
論
に

（
マ
マ
）

対
し
て
、
私
は
む
し
ろ
精
神
史
的
な
行
き
方
を
と
ら
う
と
し
て
居
り
、
基
礎
的
研
究
と
文
学
性
研
究
と
の
関
連
に
於
て
も
多
少
異
見
に

異
に
し
て
居
る
点
は
あ
る
」
と
し
な
が
ら
、
結
論
と
し
て
岡
崎
の
「
日
本
文
芸
学
に
対
し
て
は
大
き
な
意
義
を
認
め
ず
に
は
居
ら
れ
な

い
」
（
八
’
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

の
ち
の
回
想
記
で
久
松
は
、
自
分
は
「
文
献
学
史
か
ら
出
発
し
た
た
め
に
文
献
学
派
の
中
に
数
え
ら
れ
た
が
、
自
分
と
し
て
は
文
献

（
Ⅳ
）
 

学
の
基
礎
の
上
に
文
芸
学
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
文
学
評
論
史
の
研
究
に
力
を
入
れ
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
」
と
語
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
「
文
芸
学
論
争
」
の
展
開
さ
れ
た
時
期
の
久
松
は
、
文
献
学
と
隣
接
領
域
の
総
合
に
腐
心
し
、
文
芸

（
明
）

学
を
国
語
学
同
様
に
「
日
本
学
」
と
し
て
の
「
国
文
学
」
の
な
か
に
取
り
込
も
う
と
す
る
動
き
を
積
極
的
に
見
せ
て
い
る
。

五
岡
崎
批
判
の
あ
り
方
ｌ
鑑
賞
主
義
と
歴
史
意
識
を
め
ぐ
っ
て

Hosei University Repository



1930年代の国文学研究 ２１５ (20） 
こ
れ
ら
に
共
通
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
近
藤
や
熊
谷
ら
の
主
張
を
要
約
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
れ
、
｜
切
の
「
鑑
賞
」

を
文
学
研
究
に
お
い
て
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
正
期
に
お
け
る
岡
崎
の
立
場
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
古
典
研
究
に
お

い
て
、
研
究
者
で
な
い
実
作
者
と
し
て
文
学
者
の
仕
事
を
評
価
す
る
、
つ
ま
り
研
究
と
「
鑑
賞
」
的
な
印
象
批
評
と
を
そ
の
ま
ま
に
結

び
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
『
日
本
文
芸
学
』
刊
行
当
時
の
岡
崎
の
立
場
は
、
「
鑑
賞
」
と
研
究
を
区
別
し
、
文
学
研

究
の
「
出
発
点
」
と
し
て
「
鑑
賞
」
を
認
め
る
と
い
う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
岡
崎
の
立
場
は
、
こ
れ
も
大
正
期
以
降

見
ら
れ
た
、
研
究
の
到
達
点
と
し
て
「
鑑
賞
」
を
認
め
る
立
場
と
同
様
、
近
藤
・
熊
谷
か
ら
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
近
藤
ら
に

と
っ
て
文
学
研
究
は
「
科
学
」
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
科
学
と
鑑
賞
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
近
藤
ら
に
と
っ
て
こ
の

「
科
学
」
は
（
直
接
の
言
明
は
さ
れ
え
な
い
も
の
の
）
唯
一
の
科
学
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
岡
崎
が
標
傍
す

る
、
鑑
賞
を
容
認
す
る
科
学
（
そ
の
背
後
に
想
定
さ
れ
る
デ
ィ
ル
タ
イ
的
な
「
精
神
科
学
」
）
は
、
科
学
の
名
に
値
し
な
い
と
さ
れ
る

賞
」
（

あ
る

れ
た
。

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
「
鑑
賞
排
撃
論
」
が
、
法
政
大
学
国
文
科
の
若
手
研
究
者
に
よ
っ
て
矢
継
ぎ
早
に
繰
り
出
さ
れ
る
一
方
で
、
国

文
学
界
に
お
け
る
「
鑑
賞
」
と
い
う
タ
ー
ム
な
い
し
問
題
意
識
の
定
着
を
示
す
よ
う
な
出
来
事
が
、
こ
の
時
期
に
起
き
て
い
る
。
「
鑑

賞
」
の
語
を
タ
イ
ト
ル
に
戴
い
た
雑
誌
、
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
の
登
場
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
は
、
東
大
国
文
学
科
の
機
関
誌
で

あ
る
『
国
語
と
国
文
学
』
の
兄
弟
誌
と
し
て
、
同
じ
出
版
元
（
至
文
堂
）
か
ら
一
九
三
六
年
六
月
号
を
創
刊
号
と
し
て
刊
行
が
開
始
さ

し
か
し
こ
の
事
実
は
、
国
文
学
「
研
究
」
に
お
け
る
「
鑑
賞
」
の
地
位
の
確
立
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
創
刊
号
に
掲
救
さ
れ

た
発
刊
の
辞
（
藤
村
作
「
わ
れ
ら
の
主
張
」
）
に
あ
る
よ
う
に
、
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
の
発
刊
の
趣
旨
は
、
当
時
藤
村
が
中
心
と

な
っ
て
す
で
に
刊
行
中
で
あ
っ
た
古
典
現
代
語
訳
の
シ
リ
ー
ズ
『
物
語
日
本
文
学
』
と
同
様
、
「
日
本
文
学
の
普
及
化
」
に
あ
っ
た
の
で

あ
り
、
名
作
古
典
の
解
釈
例
を
掲
載
す
る
一
方
で
、
「
国
文
学
時
評
」
の
欄
を
設
け
て
学
界
・
学
説
の
動
向
を
紹
介
す
る
な
ど
、
主
に
中

（
釦
）

等
教
育
に
お
け
る
国
語
教
育
の
担
当
者
へ
の
情
報
提
供
雑
誌
と
し
て
の
役
割
が
担
わ
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
雑
誌
の
刊
行

開
始
に
よ
っ
て
、
「
鑑
賞
」
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
文
学
研
究
か
ら
は
切
り
離
し
て
、
こ
れ
を
中
等
・
初
等
教
育
に
お
け
る
国
語
教
育
の
手

（
鋼
）

の
で
あ
る
。
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２１４ (２１） 

上
記
の
よ
う
に
一
九
三
六
年
後
半
に
お
け
る
岡
崎
批
判
は
、
よ
り
広
い
「
鑑
賞
」
否
定
の
動
き
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
続
い
て
、
岡
崎
の
文
芸
学
に
と
っ
て
、
よ
り
本
質
的
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
批
判
す
る
動
き
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
は
岡
崎
の
文
学
史
な
い
し
歴
史
に
対
す
る
捉
え
方
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
主
な
論
者
と
な
っ
た
の
は
す
で
に
見
た
『
文
芸
学
概
説
』
の
著
者
、
石
山
徹
郎
で
あ
り
、
先
ほ
ど
触
れ
ら
れ

た
永
積
安
明
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
論
文
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

石
山
徹
郎
「
文
芸
学
と
日
本
文
芸
学
」
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
三
六
年
十
二
月
号

石
山
徹
郎
「
『
日
本
文
芸
学
』
の
本
質
」
『
短
歌
研
究
』
一
九
三
七
年
一
月

永
積
安
明
「
「
日
本
文
芸
学
」
批
判
の
た
め
に
ｌ
「
時
代
様
式
」
論
の
闘
題
ｌ
」
『
文
学
」
一
九
三
七
年
二
月
号

上
記
の
石
山
・
永
積
の
議
論
に
お
い
て
見
ら
れ
る
の
は
、
岡
崎
の
文
芸
学
に
お
い
て
「
文
芸
意
志
」
と
い
う
も
の
の
存
在
が
仮
定
さ

れ
、
各
時
代
の
文
学
様
式
が
そ
の
文
芸
意
志
の
自
律
的
な
展
開
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
こ
れ
は
岡

崎
が
、
文
学
に
対
す
る
歴
史
・
社
会
的
な
要
素
の
影
響
を
軽
視
な
い
し
度
外
視
し
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
文
芸

意
志
」
が
時
代
を
超
越
し
た
、
超
時
間
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
。
石
山
・
永
積
か
ら
す
れ
ば
「
意
志
」
を
認

め
る
べ
き
な
の
は
歴
史
的
な
存
在
と
し
て
の
人
間
な
の
で
あ
り
、
文
学
様
式
の
根
源
に
「
道
」
と
で
も
言
う
べ
き
形
而
上
学
的
、
中
世

段
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
、
当
の
国
文
学
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
決
定
・
宣
告
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
、
「
鑑
賞
」
の
括
り
出
し
の
手
段
と
し
て
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
の
刊
行
が
あ
っ
た
と
い
う
印
象
は
、
こ
の
創
刊

（
別
）

号
（
六
月
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
、
近
藤
忠
義
に
よ
る
永
積
安
明
の
論
文
に
対
す
る
書
評
を
見
る
こ
と
で
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
近
藤
は
永
積
に
よ
る
鴨
長
明
論
が
、
従
来
の
鑑
賞
主
義
的
な
議
論
を
脱
却
し
て
、
作
者
長
明
の
「
世
界
観
」
を
捉
え
た
う
え
で
の

「
す
ぐ
れ
た
理
論
、
歴
史
・
社
会
的
研
究
」
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
手
放
し
で
賞
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
続
く
七
月
号
で
も
、

（
魂
）

近
藤
は
小
論
な
が
ら
あ
ら
た
め
て
鑑
賞
否
定
論
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
ア
カ
ー
ア
ミ
ア
の
国
文
学
と
い
わ
ゆ
る
「
歴

史
社
会
学
派
」
と
の
近
さ
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
に
研
究
か
ら
の
「
鑑
賞
」
排
除
と
い
う
点
で
も
、
そ
の
事
実
は
認
め
る

こ
と
か
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
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1930年代の国文学研究(躯） 213 
神
学
的
存
在
で
あ
る
「
文
芸
意
志
」
を
仮
定
す
る
岡
崎
の
理
論
は
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
科
学
」
に
反
す
る
も
の
、
と
結
論
づ
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
藤
、
石
山
、
永
積
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
岡
崎
を
恰
好
の
批
判
対
象
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
「
科
学
」
的
な

国
文
学
研
究
の
あ
り
方
を
主
張
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
岡
崎
も
、
そ
れ
に
反
対
す
る
た
と

え
ば
石
山
も
、
い
ず
れ
も
既
成
国
文
学
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
者
と
し
て
自
己
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
、
両
者
に
お

け
る
共
通
点
を
、
そ
の
時
代
状
況
の
な
か
で
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
両
者
と
も
が
、
大
正
期
以
降
の
文
学
お
よ
び
文
学
研
究
の
独
立
性
・
自
律
性
を
求
め
る
流
れ
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
岡
崎
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
大
正
期
に
お
こ
な
っ
た
主
張
、
さ
ら
に
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
、
十
数
年
の
ち
の
『
日
本
文
芸
学
』
に

再
録
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
文
学
を
文
学
と
し
て
見
る
立
場
へ
の
固
執
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
場
合
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
科
学
的
な
歴
史
法
則
の
優
位
が
説
か
れ
、
文
学
は
そ
れ
に
従
属
す
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
、
ほ
ぼ
唯
一
の
ま

（
認
）

と
ま
っ
た
理
論
的
著
作
で
あ
る
近
藤
忠
義
の
『
日
本
文
学
原
論
』
（
同
文
書
院
、
一
九
三
七
年
二
月
刊
）
の
結
章
「
日
本
文
学
研
究
法
」

（
初
出
は
一
九
三
六
年
一
月
お
よ
び
四
月
）
に
お
い
て
、
著
者
で
あ
る
近
藤
は
、
文
学
研
究
の
究
極
の
目
的
を
、
作
家
の
創
作
活
動
な

い
し
作
品
の
「
歴
史
的
意
義
」
の
確
認
に
他
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
こ
の
「
歴
史
的
意
義
」
は
「
『
文
学
・
芸
術
性
』
を
無
視
し
て

は
成
り
立
ち
得
」
な
い
、
と
わ
ざ
わ
ざ
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
近
藤
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
歴
史
的
意
義
の
確
認
」
と
は
、

、
、
、

「
た
ん
な
る
年
代
記
的
定
位
で
も
世
相
史
的
理
解
で
も
な
く
し
て
、
文
学
芸
術
の
埒
内
に
お
け
る
作
家
活
動
。
作
品
の
全
存
在
を
歴
史
・

社
会
的
観
点
に
於
て
把
握
す
る
こ
と
（
傍
点
原
著
）
」
だ
と
さ
れ
る
（
五
○
九
’
一
○
頁
）
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
文
学
芸
術
の
埒
内
」

と
い
う
限
定
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
薑
し
て
お
き
た
い
．
近
藤
の
立
場
は
、
た
と
え
ば
篠
田
太
郎
『
国
文
学
概
論
ｌ
圏
文
学

六
鬮
崎
と
『
歴
史
社
会
学
派
」
ｌ
そ
の
共
通
点
か
ら
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(お）212 
の
階
級
性
』
（
春
陽
堂
、
一
九
三
一
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
唯
物
論
の
国
文
学
史
へ
の
浅
薄
か
つ
機
械
的
な
当
て
は
め
と
比
較
す

れ
ば
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
ま
ず
文
学
の
独
立
性
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
学
な
い
し
文
学
研
究
の
意
義
を
１

１
そ
し
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
文
学
研
究
者
と
し
て
の
自
己
の
使
命
の
確
認
を
、
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
自
己
認
識
と
い
う
点
で
、
岡
崎
と
近
藤
ら
は
共
通
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
通
史
と
し
て
の
文
学
史
の
否
定
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
一
九
三
○
年
代
に
お
け
る
国
文
学
研
究
に
共
通
す
る
「
文
学
史

の
不
可
能
性
」
の
認
識
と
い
う
事
実
を
、
こ
こ
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
石
山
・
永
積
が
指
摘
し
批
判
す
る
よ
う
に
、
超
歴
史
的

な
美
的
概
念
を
仮
定
し
た
上
で
、
「
文
芸
史
」
と
「
文
芸
学
」
を
区
別
し
、
後
者
を
前
者
の
上
位
に
置
く
立
場
を
明
言
し
て
い
る
岡
崎

の
場
合
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
歴
史
社
会
学
派
の
場
合
も
、
通
史
的
な
記
述
を
と
ら
ず
、
序
章
さ
え
も
置
か
ず
に
各
時
代
に
関

す
る
論
文
を
並
べ
、
最
後
に
方
法
論
を
追
加
的
に
述
べ
た
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
近
藤
の
『
日
本
文
学
原
論
』
の
柵
成
に
明
ら
か
な
よ

う
に
、
そ
の
関
心
の
中
心
は
歴
史
の
通
史
的
記
述
で
は
な
く
、
各
時
代
の
「
歴
史
性
」
の
解
明
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
文
献
学
の
中
心

に
文
学
史
を
お
い
た
芳
賀
矢
一
の
当
時
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
、
文
学
史
の
記
述
・
作
成
は
も
は
や
国
文
学
研
究
者
の
中
心
的
な
仕
事

と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
観
に
お
い
て
は
、
線
的
な
歴
史
の
発
展
を
重
視
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
明
治
中
期
に
確
立
し
た
、
国
民

精
神
の
発
展
を
た
ど
る
実
証
主
義
的
国
文
学
史
の
枠
内
に
収
ま
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
「
歴
史
社
会
学
派
」
に
お
い
て

（
拙
）

顕
著
な
の
は
、
森
修
が
指
摘
す
る
よ
う
に
「
現
代
の
観
点
よ
り
み
た
歴
史
社
会
的
意
義
」
の
探
究
と
い
う
面
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
代

に
生
き
る
観
察
者
Ⅱ
研
究
者
の
視
点
か
ら
す
る
、
過
去
へ
の
問
題
意
識
の
投
影
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
現
代
（
同
時
代
）
が
抱
え
る

問
題
の
告
発
が
、
議
論
の
根
底
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

岡
崎
の
場
合
の
、
超
歴
史
的
な
存
在
の
設
定
も
、
見
方
を
変
え
る
な
ら
、
現
代
の
研
究
主
体
に
よ
る
操
作
・
解
釈
で
あ
る
こ
と
は
同

様
で
あ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
対
立
し
て
い
た
両
者
は
、
現
代
の
主
体
に
中
心
を
置
く
歴
史
観
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
、
成
田
龍
一
が
苅
部
直
の
議
論
を
援
用
し
て
言
う
よ
う
に
、
一
九
三
○
年
代
の
歴
史
学
に
お
け
る
、
羽
仁
五
郎
の
マ
ル
ク
ス
主

（
鋼
）

義
的
歴
史
学
と
平
泉
澄
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
歴
史
学
の
間
に
見
ら
れ
た
共
通
現
象
と
比
較
し
う
る
も
の
だ
と
一
一
曰
え
る
だ
ろ
う
。
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岡
崎
に
つ
い
て
は
『
日
本
文
芸
学
』
に
収
め
ら
れ
た
論
文
「
正
徹
の
風
体
」
「
有
心
と
幽
玄
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
理
論
・
方
法

論
的
マ
ー
ー
フ
ェ
ス
ト
で
は
な
い
具
体
的
研
究
に
お
い
て
、
中
世
の
作
家
・
作
品
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
岡
崎
自
身
が
と

く
に
中
世
を
他
の
時
代
と
比
較
し
、
よ
り
重
視
す
る
と
言
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
岡
崎
の
場
合
、
中
世
を
「
あ
は
れ
」

「
を
か
し
」
と
い
っ
た
美
的
理
念
が
「
琿
融
」
な
い
し
超
克
さ
れ
て
「
幽
玄
」
「
さ
び
‐
｜
「
わ
び
」
等
を
な
し
た
時
期
と
す
る
一
方
で
、

（
秘
）

『
日
本
文
士
云
学
」
で
「
優
雅
可
憐
、
揮
一
的
無
構
造
的
、
単
純
素
撲
、
現
実
的
情
調
的
、
直
感
的
感
性
的
」
な
ど
と
性
格
規
定
さ
れ
て

い
た
日
本
文
学
全
体
に
共
通
す
る
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
性
格
を
、
次
著
『
日
本
文
学
の
様
式
』
に
お
い
て
は
「
琿
融
的
」
と
い
う
一

（
師
）

語
で
あ
ら
わ
し
て
い
る
事
実
か
．
わ
す
れ
ば
、
中
世
が
も
っ
と
も
「
日
本
的
」
な
時
代
で
あ
り
、
中
世
的
す
な
わ
ち
日
本
的
、
と
い
う
結

論
に
帰
結
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『
日
本
文
学
の
様
式
』
の
う
ち
の
時
代
様
式
を
論
じ
た
個
所
で
岡
崎
は
、
自
ら
が
大
正
期
に
お
い
て
「
中
世
」
と
い
う
時

代
区
分
を
国
文
学
史
に
お
い
て
は
先
駆
者
と
し
て
主
唱
し
た
こ
と
を
事
実
と
し
て
強
調
す
る
と
と
も
に
、
古
代
ｌ
中
世
ｌ
近
代
を
一
つ

（
胡
）

の
系
列
、
中
古
ｌ
近
世
を
別
の
系
列
と
す
る
図
式
を
提
一
不
し
て
い
る
。
こ
の
図
式
に
従
う
な
ら
、
（
現
代
を
含
め
て
の
）
近
代
は
中
世

の
再
来
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
現
代
か
ら
見
た
中
世
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
近
藤
ら
は
、
「
封
建
的
性
格
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
中
世
を
集
約
し
、
批
判
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
近

藤
忠
義
が
「
中
世
文
芸
に
お
け
る
『
日
本
的
な
ろ
も
の
』
の
成
立
」
（
『
日
本
文
学
原
論
』
所
収
）
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
中
世
文

芸
に
は
新
興
社
会
の
文
芸
と
、
王
朝
文
学
の
伝
統
美
を
受
け
継
ぐ
も
の
の
両
面
が
存
在
し
、
そ
の
う
ち
の
後
者
が
現
在
に
い
た
る
ま
で

「
日
本
的
な
る
も
の
」
と
し
て
、
受
け
止
め
方
の
差
は
あ
れ
、
享
受
さ
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
中
世
の
武
士
文
芸
が
受
け
継
い
だ
の
は

目
が
あ
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
第
三
の
共
通
点
と
し
て
、
岡
崎
と
歴
史
社
会
学
派
の
双
方
に
お
け
る
、
中
世
と
い
う
時
代
へ
の
注

七
「
中
世
的
な
る
も
の
」
と
「
日
本
的
な
る
も
の
」
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現
実
回
避
的
な
「
幽
玄
」
的
性
格
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
荘
園
貴
族
文
化
欄
熟
期
の
美
的
理
想
た
る
『
も
の
の
あ
は
れ
』
が
末
期
的
沈
潜

（
郷
）

に
よ
っ
て
到
達
し
た
」
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
ム
ロ
の
「
幽
玄
」
は
、
近
藤
の
定
義
に
よ
る
と
、
端
的
に
は
「
余
情
」
を
つ
く
り
だ
す
性

質
の
こ
と
を
指
す
が
、
こ
う
し
た
不
明
断
で
不
確
実
、
非
論
理
的
な
も
の
の
な
か
に
美
を
見
出
す
態
度
は
「
芸
術
が
何
ら
か
の
意
味
で

現
実
を
有
る
が
髄
に
直
視
し
得
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
居
る
」
こ
と
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
近
藤
は
、

中
世
の
武
士
階
級
が
受
け
継
い
だ
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
内
部
へ
内
部
へ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
、
た
た
き
寵
め
ら
れ
た
底
光
り
の
す
る
美
」

（
柵
）

「
深
み
の
あ
る
」
も
の
と
い
う
性
質
を
持
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
美
的
伝
統
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
同
時
代
の
物
質
主
義
へ
の
否
定
と
、

保
守
的
な
世
界
観
が
結
合
す
る
こ
と
で
、
中
世
的
な
美
を
最
高
に
し
て
唯
一
な
る
も
の
と
し
て
評
価
す
る
芸
術
観
が
成
立
す
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
現
代
も
通
用
し
て
い
る
「
日
本
的
な
ろ
も
の
」
の
正
体
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
岡
崎
と
近
藤
に
お
い
て
、
む
ろ
ん
結
果
と
し
て
の
肯
定
・
否
定
と
い
う
差
は
あ
る
も
の
の
、
「
中
世
」
と
い
う
時
代

が
、
日
本
的
性
格
と
結
び
付
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
中
世
的
な
る
も
の
」
は
、
岡
崎
の
場
合
は
「
揮
融
的
」
、
近
藤

の
場
合
に
は
、
内
部
へ
掘
り
下
げ
ら
れ
た
深
い
も
の
、
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
質
と
し
て
抽
出
し
う
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
い
わ
ば
状
態
な
い
し
橘
遣
と
し
て
ｌ
し
か
も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
と
で
も
形
議
す
べ
き
、
得
体
の
知
れ
越
さ
を
持
っ

た
も
の
と
し
て
Ｉ
し
か
、
取
り
出
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
点
で
、
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
．

な
お
、
近
藤
が
頻
繁
に
用
い
て
い
る
「
日
本
的
な
る
も
の
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
「
文
芸
学
論
争
」
の
同
時
期
、

一
九
三
六
年
か
ら
三
八
年
に
か
け
て
、
と
く
に
そ
の
な
か
で
も
三
七
年
前
半
と
い
う
時
期
に
お
い
て
集
中
的
に
、
文
壇
・
論
壇
に
お
け

る
流
行
語
で
あ
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
日
本
的
な
る
も
の
」
へ
作
家
・
知
識
人
た
ち
が
急
に
関
心
を
持
ち
始
め
た
理
由

は
、
た
と
え
ば
河
上
徹
太
郎
の
次
の
よ
う
な
言
葉
に
要
約
さ
れ
て
い
る
。

八
「
局
外
」
へ
の
波
及
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こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
こ
の
河
上
の
言
葉
が
、
岡
崎
の
『
日
本
文
芸
学
』
の
書
評
（
「
日
本
文
芸
学
を
読
ん
で
」
『
文
学
」
一
九
三
七

年
二
月
号
掲
戟
）
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
見
た
岩
波
書
店
の
広
告
の
ね
ら
い
ど
お
り
、
『
日
本
文
芸
学
」
は

「
日
本
的
」
な
存
在
な
い
し
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
知
識
人
一
般
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
成
功
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ

け
佐
藤
春
夫
が
そ
の
文
章
の
な
か
で
（
「
続
風
流
論
」
『
文
芸
懇
話
会
』
一
九
三
六
年
十
一
月
号
、
「
日
本
文
学
の
伝
統
を
思
ふ
」
『
中
央

公
論
』
一
九
三
七
年
一
月
号
）
、
岡
崎
の
名
を
挙
げ
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。

し
か
し
次
に
見
る
よ
う
に
、
上
記
の
文
章
の
う
ち
「
日
本
文
学
の
伝
統
を
思
ふ
」
の
な
か
で
佐
藤
が
、
岡
崎
の
学
説
を
日
本
文
学
の

本
質
を
「
（
も
の
の
）
あ
は
れ
」
に
よ
っ
て
代
表
さ
せ
る
と
い
う
一
点
に
集
約
し
た
上
で
、
一
層
の
単
純
化
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

は
注
目
に
値
す
る
。

岡
崎
と
近
藤
の
対
比
に
お
い
て
見
た
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
は
「
日
本
文
学
の
精
神
」
が
感
情
の
「
深
切
さ
」
、
つ
ま
り
「
深
さ
」

へ
と
還
元
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
す
で
に
「
中
世
」
と
い
う
時
代
の
呼
び
名
は
介
在
し
て
い
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
対
比
に
お
い
て
見

自
分
は
思
い
切
っ
て
通
俗
的
に
「
も
の
の
あ
は
れ
」
と
い
ふ
陰
影
の
多
い
言
葉
を
、
そ
の
陰
影
を
失
ふ
の
を
覚
悟
し
な
が
ら
「
あ
は

れ
」
を
た
だ
「
感
情
の
極
度
な
深
切
さ
」
と
言
ひ
直
し
、
「
も
の
‐
｜
を
そ
の
後
年
の
発
展
ま
で
こ
め
て
人
事
及
び
自
然
に
捗
る
一
切

の
人
生
と
見
て
、
「
も
の
の
あ
は
れ
を
知
る
」
と
い
ふ
語
を
「
極
度
の
深
切
な
感
情
を
以
て
人
生
に
臨
む
」
の
調
と
換
言
し
て
大
過

（
狐
）

な
い
も
の
と
信
じ
て
ゐ
る
。

私
は
近
頃
西
欧
的
な
知
性
の
危
機
を
見
に
し
み
て
痛
感
す
る
と
共
に
、
日
本
的
な
も
の
の
中
に
豊
饒
な
可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
を

直
覚
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
本
的
な
も
の
の
再
発
見
が
現
代
日
本
の
知
性
の
緊
急
事
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
二
○
八

頁
）
。
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た
「
中
世
的
性
格
」
が
、
国
文
学
研
究
者
以
外
（
当
時
の
呼
称
に
言
う
「
局
外
者
」
）
に
お
い
て
も
、
「
日
本
的
な
ろ
も
の
」
の
性
格
規

定
と
し
て
用
い
ら
れ
始
め
た
状
況
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、
戦
前
期
を
代
表
す
る
自
由
主
義
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
、
長
谷
川
如
是
閑
の
場
合
を
挙
げ
て

お
き
た
い
。
長
谷
川
の
『
日
本
的
性
格
』
は
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
十
二
月
、
岩
波
新
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

「
は
し
が
き
」
で
は
、
こ
の
著
書
に
収
め
ら
れ
た
論
考
は
一
九
三
五
年
以
降
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
高
唱
さ
れ
て
い
た
「
日
本
精

神
」
「
日
本
主
義
」
が
「
客
観
的
根
拠
」
と
し
て
の
「
日
本
国
民
の
性
格
の
自
覚
」
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
自
ら
が
そ
の
任

を
引
き
受
け
た
と
言
う
。
「
日
本
的
性
格
」
は
長
谷
川
に
よ
る
造
語
だ
が
、
こ
れ
は
本
居
宣
長
の
言
う
「
か
く
あ
る
べ
き
理
」
で
は
な

く
、
「
か
く
あ
る
」
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
態
度
表
明
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
著
作
の
な
か
で
歴
史
的
観
点
か
ら
日
本
の
芸
術
・
文
学
、
さ
ら
に
生
活
文
化
の
特
徴
を
論
じ
た
章
が
、
「
伝
統
文
化
と
現
代
文

化
」
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
日
本
文
化
の
特
徴
は
「
現
代
的
」
要
素
と
「
伝
統
的
」
要
素
、
外
国
的
要
素
と
自
国
本
来
の
要
素
が
、

そ
れ
ぞ
れ
つ
ね
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。
い
わ
ば
日
本
文
化
は
、
時
間
的
・
空
間
的
な
枠
を
こ
え
た
ひ
と
つ
の
ト
ポ
ス
と
し

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
長
谷
川
は
、
「
日
本
人
の
文
化
的
個
性
は
、
文
化
的
な
る
も
の
の
外
形
に
存

（
他
）

在
し
な
い
で
、
主
と
し
て
そ
れ
が
も
つ
感
性
に
存
す
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
佐
藤
春
夫
の
「
も
の
の
あ
は
れ
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
日
本
的
性
格
は
、
内
容
と
し
て
、
本
質
と
し

て
存
在
す
る
の
で
は
な
く
（
あ
る
い
は
存
在
し
え
ず
）
、
た
だ
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
受
容
す
る
「
型
」
と
し
て
の
み
存
在
す
る
こ
と
、
そ

れ
自
体
は
「
無
」
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
形
容
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
感
性
」
と
い
う
語
を
持
ち
出
す

よ
り
他
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
短
絡
的
な
国
粋
主
義
的
発
想
・
議
論
を
避
け
よ
う
と
し
た
長
谷
川
の
場
合
に
あ
っ
て
も
、
結
局
は
こ
の

よ
う
な
時
代
に
共
通
し
た
結
論
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
注
目
さ
れ
る
。
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一
九
三
○
年
代
の
文
芸
学
論
争
の
当
事
者
で
あ
っ
た
岡
崎
、
そ
し
て
近
藤
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、
立
場
の
違
い
を
超
え
て
、
当
時
の
国

文
学
研
究
に
与
え
ら
れ
た
時
代
的
使
命
と
格
闘
し
て
い
た
と
い
え
る
。
文
学
を
文
学
自
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
に
も
と

づ
い
た
方
法
論
の
模
索
は
、
同
時
に
文
学
研
究
自
体
の
意
味
、
そ
し
て
自
ら
の
文
学
研
究
者
と
し
て
の
あ
り
方
の
模
索
と
切
り
離
せ
な

い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
で
研
究
者
自
身
の
置
か
れ
て
い
る
時
代
状
況
を
受
け
止
め
る
か
た
ち
で
、
「
現
代
に
生
き
る
主
体
」
と
い

う
立
場
を
鱗
く
反
映
し
た
も
の
と
趣
っ
た
．
そ
の
立
場
か
ら
の
伝
統
の
鰄
鵬
・
定
義
が
ｌ
そ
れ
を
肯
定
す
る
に
せ
よ
、
否
定
す
る
に

せ
よ
ｌ
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
繕
蘂
と
し
て
明
治
期
以
来
の
、
織
的
に
進
化
す
る
歴
史
と
し
て
の
国
文
学
史
は
解
体
さ
れ
、

過
去
の
文
学
テ
ク
ス
ト
の
累
積
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
自
明
の
も
の
と
し
て
の
文
学
伝
統
な
い
し
文
学
精
神
の
存
在
が
確
信
さ

れ
る
と
い
う
、
文
献
学
的
な
前
提
は
崩
れ
去
る
こ
と
に
な
る
。

三
○
年
代
末
に
い
た
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ゼ
ロ
地
点
を
出
発
点
と
し
た
、
あ
ら
た
な
文
学
史
の
建
設
が
再
び
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
本
稿
で
す
で
に
そ
の
名
を
引
い
た
風
巻
景
次
郎
は
、
中
世
の
和
歌
伝
統
と
「
主
体
」
意
識
に
も
と
づ
い
た
文
学
史
の
構
想
を
語
り
、

中
世
の
再
来
と
し
て
の
戦
時
下
と
い
う
時
代
を
主
体
的
に
生
き
る
こ
と
は
、
若
い
世
代
の
国
文
学
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
に

も
切
実
な
課
題
と
し
て
広
く
共
有
さ
れ
て
ゆ
く
。
ま
た
保
田
輿
重
郎
は
、
周
知
の
と
お
り
後
鳥
羽
院
か
ら
西
行
、
芭
蕉
に
至
る
英
雄
的

文
学
者
の
「
系
譜
」
と
し
て
の
文
学
史
を
、
そ
の
レ
ト
リ
ッ
ク
の
な
か
で
構
築
し
て
み
せ
た
。
こ
の
よ
う
な
四
○
年
代
に
入
っ
て
の
傾

向
に
つ
い
て
は
稿
を
別
に
し
て
論
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
三
○
年
代
に
お
け
る
国
文
学
研
究
の
混
乱
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
議
論

の
あ
り
方
、
立
ち
消
え
た
か
に
見
え
る
「
文
芸
学
論
争
」
が
、
そ
れ
ら
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
と

思
う
。※
本
文
・
注
と
も
に
、
引
用
文
に
お
け
る
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
、
漢
字
に
つ
い
て
は
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

九
お
わ
り
に
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（
１
）
近
代
国
文
学
研
究
の
制
度
的
確
立
に
つ
い
て
は
、
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
（
衣
笠
正
晃
訳
）
『
国
文
学
』
の
形
成
」
「
岩
波
講
座
文
学
第
十

三
巻
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
超
え
て
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
三
年
）
を
参
照
。

（
２
）
品
田
悦
一
は
日
本
に
お
い
て
「
国
民
文
学
の
建
設
が
叫
ば
れ
た
」
時
期
、
そ
し
て
同
時
に
「
国
文
学
が
活
況
を
呈
し
た
時
期
」
と
し
て
、
明

治
後
期
、
一
九
一
一
一
○
年
代
後
半
、
一
九
五
○
年
代
を
挙
げ
て
い
る
。
品
田
悦
一
「
万
葉
集
の
発
明
』
（
新
曜
社
、
一
一
○
○
一
年
）
、
一
一
一
三
一
一
一
頁
。

（
３
）
平
林
一
国
文
学
者
の
抵
抗
ｌ
歴
史
社
会
学
派
ｌ
」
、
闘
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
職
嶬
下
抵
抗
の
研
究
Ⅱ
ｌ
キ
リ
ス
ト

者
。
自
由
主
義
者
の
場
合
』
（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
九
年
）
、
三
九
五
’
六
頁
。

（
４
）
鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』
（
作
品
社
、
一
九
九
八
年
）
、
二
四
七
頁
。

（
５
）
三
上
参
次
。
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
学
史
上
巻
』
（
金
港
堂
、
一
八
九
○
年
）
、
二
九
頁
。
な
お
近
代
国
文
学
史
の
誕
生
に
つ
い
て
は
鈴
木

登
美
「
ジ
ャ
ン
ル
・
ジ
ュ
ン
ダ
ー
・
文
学
史
記
述
ｌ
「
女
流
日
紀
文
学
」
の
繍
築
を
中
心
に
」
、
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
、
鈴
木
蕊
美
（
綴
）
耐

造
さ
れ
た
古
典
ｌ
力
ノ
ン
形
成
・
国
民
国
家
・
日
本
文
学
』
（
新
噸
社
、
一
九
九
九
年
）
、
八
五
’
一
二
七
頁
を
参
照
．

（
６
）
芳
賀
矢
一
『
国
文
学
史
十
調
』
（
富
山
房
、
’
八
九
九
年
）
、
五
頁
。

（
７
）
高
木
市
之
助
『
国
文
学
五
十
年
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
、
三
九
頁
。

（
８
）
の
ち
に
「
古
典
文
芸
研
究
の
態
度
」
と
改
題
し
て
『
日
本
文
芸
学
』
に
収
め
る
。

（
９
）
岡
崎
義
恵
『
日
本
文
芸
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
）
、
六
五
頁
。

（
川
）
岡
崎
義
忠
一
日
本
文
芸
学
』
、
六
○
頁
。

（
Ⅱ
）
岡
崎
義
恵
『
日
本
文
芸
学
』
、
六
九
頁
。

（
皿
）
土
居
光
知
『
文
学
序
説
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
）
、
四
○
一
’
二
頁
。

（
旧
）
久
松
は
「
ま
こ
と
」
「
も
の
の
あ
は
れ
」
「
幽
玄
」
の
三
鯖
神
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
た
日
本
評
論
史
を
ま
と
め
る
作
業
を
大
正
十
一
、
二
年

ご
ろ
に
は
じ
め
た
と
し
て
い
る
（
久
松
潜
一
「
文
学
意
識
を
中
心
と
し
た
研
究
」
『
文
学
」
一
九
三
四
年
七
月
号
所
収
、
に
よ
る
）
。

（
ｕ
）
久
松
潜
一
『
上
代
日
本
文
学
の
研
究
』
（
至
文
堂
、
一
九
一
一
八
年
）
、
三
八
’
九
頁
。

（
胆
）
塩
田
良
平
「
鑑
賞
私
論
」
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
三
七
年
十
月
号
、
六
五
’
七
三
頁
。

尼
）
土
居
光
知
「
第
一
版
序
」
『
文
学
序
説
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
年
）
、
二
頁
。
久
松
潜
一
「
垣
内
松
三
先
生
の
学
問
」
「
年
々
去
来
－
－
｜

国
文
学
徒
の
思
出
」
（
広
済
堂
出
版
、
一
九
六
七
年
）
、
三
一
一
’
四
頁
。

（
Ⅳ
）
伊
藤
正
雄
『
新
版
忘
れ
得
ぬ
国
文
学
者
た
ち
』
（
右
文
書
院
、
二
○
○
一
年
）
、
四
－
五
頁
。

（
旧
）
池
田
亀
鑑
「
対
立
よ
り
統
一
へ
ｌ
鬮
文
学
研
究
及
び
鬮
講
教
育
の
現
状
に
対
す
る
小
さ
き
不
満
ｌ
」
『
鬮
譜
と
鬮
文
学
』
’
九
二
七
年

《
注
》
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一
月
号
、
一
’
一
一
四
頁
。
な
お
こ
の
号
は
大
正
天
皇
崩
御
前
に
編
集
さ
れ
た
た
め
、
「
大
正
十
六
年
一
月
号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）
石
山
徹
郎
「
第
一
章
序
説
（
文
芸
学
と
は
何
か
と
『
文
芸
学
概
説
』
（
大
倉
広
文
堂
、
一
九
二
九
年
）
、
一
－
一
五
頁
。

（
加
）
風
巻
景
次
郎
「
日
本
文
芸
学
の
発
生
」
「
風
間
量
次
郎
全
集
第
一
巻
」
（
桜
楓
社
、
一
九
六
九
年
）
、
二
一
一
’
四
九
頁
。

（
則
）
高
田
里
瓢
子
『
文
学
部
を
め
ぐ
る
病
ｌ
教
養
主
義
・
ナ
チ
ス
旧
制
闘
駿
」
（
松
繍
社
、
二
○
○
一
年
）
を
参
照
．

（
皿
）
岡
崎
は
一
九
二
三
年
、
新
設
さ
れ
た
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
助
教
授
に
着
任
し
、
二
七
年
に
教
授
と
な
っ
て
い
る
。

（
鋼
）
『
文
学
」
’
九
三
五
年
十
二
月
号
巻
末
に
お
け
る
広
告
。

（
型
）
小
西
甚
一
（
編
）
『
能
勢
朝
次
著
作
集
第
一
巻
』
（
忠
文
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
に
お
け
る
、
小
西
に
よ
る
解
説
か
ら
。
同
書
三
八
七
Ｉ

（
配
）
吉
田
精
一
は
そ
の
「
日
本
文
芸
学
の
方
法
論
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
三
六
年
四
月
号
、
二
四
七
’
六
四
頁
）
の
冒
頭
で
、
「
岡
崎
義
恵

教
授
に
よ
る
日
本
文
芸
学
の
提
唱
は
、
股
近
私
達
若
き
学
徒
を
肢
も
動
か
し
た
問
題
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
邪
）
久
松
は
一
九
三
五
年
春
か
ら
翌
三
六
年
春
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
を
歴
訪
し
て
お
り
、
一
一
一
五
年
末
の
『
日
本
文
芸
学
』
出
版
時

は
日
本
に
い
な
か
っ
た
。

（
”
）
久
松
潜
一
「
年
々
去
来
－
１
－
国
文
学
徒
の
思
出
」
、
一
七
○
頁
。

（
鍋
）
久
松
潜
一
「
国
文
学
の
領
域
」
『
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
十
二
年
四
月
号
、
同
一
‐
国
文
学
の
根
本
問
題
」
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十
二
年
十

月
号
な
ど
。

（
羽
）
西
尾
実
は
「
方
法
論
に
関
す
る
一
つ
の
問
題
」
（
『
文
学
』
一
九
三
七
年
一
月
号
、
一
○
二
－
六
頁
）
で
、
鑑
賞
に
関
す
る
立
場
の
あ
り
方
を

整
理
し
て
、
「
鑑
賞
を
研
究
の
目
的
と
な
し
、
到
達
点
と
考
へ
る
立
場
」
「
鑑
賞
を
研
究
の
対
象
と
な
し
、
出
発
点
と
考
へ
る
立
場
」
「
鑑
撒
を

研
究
の
埒
外
と
な
し
、
排
除
し
よ
う
と
考
へ
る
一
立
場
に
区
分
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
以
上
の
う
ち
股
初
の
も
の
は
成
果
か
「
芸
術
的
」
な
も

の
で
あ
る
か
ら
一
‐
学
問
そ
の
も
の
」
と
は
な
り
え
な
い
の
で
、
学
問
の
問
題
と
な
る
の
は
後
二
者
で
あ
る
と
い
う
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
弧
）
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
十
二
年
十
月
号
掲
戟
の
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
広
告
に
は
、
雑
誌
刊
行
の
目
的
を
、
国
文
学
の
「
名
禰
傑
作
」

に
つ
い
て
「
詳
細
に
し
て
的
確
な
る
解
釈
を
施
す
一
と
と
も
に
「
多
彩
に
し
て
清
新
な
る
鑑
賞
批
評
を
試
み
る
こ
と
を
以
て
主
体
と
し
」
二

股
国
文
学
愛
好
者
の
趣
味
と
教
養
に
資
し
、
進
ん
で
国
文
学
の
全
面
的
普
及
を
図
」
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る

「
同
人
」
は
、
『
物
語
日
本
文
学
』
刊
行
に
あ
た
っ
て
の
同
人
と
ほ
ぼ
同
じ
（
池
田
勉
鑑
を
欠
く
の
み
）
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
大
正
末
以
来
、

「
国
語
と
国
文
学
』
の
発
刊
、
新
潮
社
版
日
本
文
学
大
辞
典
の
刊
行
を
は
じ
め
と
し
て
藤
村
作
に
よ
っ
て
率
先
さ
れ
て
き
た
出
版
事
業
を
通
じ

て
の
国
文
学
の
確
立
は
、
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
の
発
刊
に
よ
っ
て
一
応
完
成
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
副
）
近
麟
忠
義
「
国
文
学
月
評
注
目
す
べ
き
作
品
論
ｌ
永
繊
安
鯛
氏
の
「
方
丈
組
序
論
」
ｌ
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑛
徽
』
元
三
六
年

六
月
号
、
五
三
’
七
頁
。

八

頁
｡ 
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204 (３Ｊ） 
（
皿
）
近
藤
忠
義
「
国
文
学
の
普
及
と
『
鑑
賞
』
の
問
題
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
一
九
三
六
年
七
月
号
、
三
二
’
五
頁
。

（
鋼
）
こ
の
書
物
は
初
版
刊
行
時
、
近
藤
の
岳
父
で
あ
る
藤
村
作
名
義
で
出
さ
れ
た
。
こ
の
事
実
は
戦
後
に
お
い
て
、
「
歴
史
社
会
学
派
」
に
対
す

る
戦
前
・
戦
中
の
獅
圧
を
象
徴
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

（
弧
）
森
修
『
文
学
史
の
方
法
」
（
塙
書
房
、
一
九
九
○
年
）
、
一
三
○
頁
。

（
調
）
成
田
龍
一
「
歴
史
学
と
い
う
言
説
」
『
歴
史
学
の
ス
タ
ィ
ル
ー
史
学
史
と
そ
の
周
辺
』
（
校
倉
書
房
、
二
○
○
一
年
）
、
七
○
－
八
○
頁
。

（
記
）
岡
崎
義
忠
『
日
本
文
芸
学
』
、
五
五
頁
。

（
訂
）
岡
崎
義
恵
『
日
本
文
芸
の
様
式
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
）
、
二
七
五
頁
。

（
犯
）
岡
崎
義
恵
「
時
代
様
式
」
「
日
本
文
芸
の
様
式
』
、
五
一
九
－
四
四
頁
。

（
羽
）
藤
村
作
（
近
藤
忠
義
）
『
日
本
文
学
原
論
」
（
同
文
書
院
、
’
九
三
七
年
）
、
二
五
一
頁
。

（
佃
）
藤
村
作
（
近
藤
忠
義
）
『
日
本
文
学
原
論
」
、
二
七
二
’
四
頁
。

（
蛆
）
佐
藤
春
夫
「
日
本
文
学
の
伝
統
を
恩
ふ
」
「
中
央
公
論
』
一
九
三
七
年
一
月
号
、
三
一
五
頁
。

（
妃
）
長
谷
川
如
是
閑
『
日
本
的
性
格
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
）
、
七
九
頁
。

（
比
較
文
学
・
法
学
部
助
教
授
）
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